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一
方
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も

検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
市
場
投
入

さ
れ
た
ば
か
り
の
燃
料
電
池
自
動
車

だ
が
、
事
故
な
ど
で
早
期
に
廃
車
と

な
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
キ
ー
ム
の
構
築
が
急

が
れ
る
。

　

燃
料
電
池
車
は
高
圧
水
素
用
の
強

固
な
タ
ン
ク
が
必
要
と
な
り
、
そ
の

強
度
を
保
つ
た
め
炭
素
繊
維
複
合
材

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
が
用
い
ら
れ
る
。
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
鉄
の
約
４
分
の
１
の
重
さ

で
、
10
倍
の
強
度
を
も
つ
。
自
動
車

の
軽
量
化
に
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、

燃
費
向
上
に
よ
る
環
境
負
荷
の
削
減

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
タ
ン
ク
材
料
と
し
て
の
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
長
所
が
、
廃
棄
段
階
で
は

逆
に
処
理
を
難
し
く
し
て
お
り
、
適

正
な
破
砕
処
理
方
法
が
確
立
し
て
い

な
い
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
燃
え
に
く
い
、

軽
い
、導
電
性
と
い
う
特
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
排
ガ

ス
処
理
工
程
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
飛
灰

が
電
気
集
じ
ん
機
の
電
極
を
シ
ョ
ー

ト
さ
せ
、
装
置
を
停
止
さ
せ
た
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

【自動車リサイクルの高度化】

　

今
年
の
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で

自
動
運
転
車
と
並
ん
で
注
目
を
浴
び

た
の
が
、走
行
時
に
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２
）
を
出
さ
な
い
「
究
極
の
エ
コ

カ
ー
」
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
12

月
に
世
界
初
の
量
産
型
Ｆ
Ｃ
Ｖ
「
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
（
ミ
ラ
イ
）」
を
発
売
し

て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
年
間
３
万

台
の
販
売
を
目
指
す
。
ホ
ン
ダ
も
16

年
３
月
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
「
ク
ラ
リ
テ
ィ

フ
ュ
ー
エ
ル 

セ
ル
」
の
リ
ー
ス
販

売
を
始
め
る
。

　

東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
20
年
を

に
ら
ん
だ
開
発
競
争
が
本
格
化
す
る

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
全
体
を
み

る
と
、
現
在
、
使
用
済
み
と
な
り
、

国
内
で
解
体
処
理
さ
れ
て
い
る
自
動

車
は
年
間
お
よ
そ
３
５
０
万
台
。
05

年
１
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
「
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基
づ
く
シ
ス

テ
ム
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
処
理
業

者
の
許
可
制
や
監
視
・
指
導
体
制
が

確
立
し
、
不
法
投
棄
が
大
幅
に
減
少

し
た
。
法
施
行
前
に
83
％
だ
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
99
％
に
ま
で
高
ま
っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
設
定
し
た
「
15
年
に

95
％
」
の
目
標
も
08
年
度
に
前
倒
し

で
達
成
し
た
。

　

つ
ま
り
自
動
車
の
ほ
と
ん
ど
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ま
で
多
く
が
埋
め
立
て
処

分
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｓ
Ｒ
（
自
動
車
破

砕
残
さ
）
が
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

へ
移
行
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
一
方

で
レ
ア
メ
タ
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ガ
ラ
ス
な
ど
現
段
階
で
リ
サ
イ
ク
ル

収
益
性
が
乏
し
い
素
材
は
、
大
部
分

が
ス
ラ
グ
や
燃
料
と
し
て
再
資
源
化

さ
れ
て
い
る
。

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
は

処
理
の
優
先
順
位
を
①
発
生
抑
制
②

再
使
用
③
再
生
利
用
④
熱
回
収
⑤
適

正
処
分
―
の
順
に
定
め
て
お
り
、
さ

ら
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
が
望
ま
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
自
動
車
メ
ー
カ

ー
が
環
境
配
慮
設
計
を
進
め
る
と
と

も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
も
処
理
技

術
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
加

え
て
再
生
資
源
の
需
要
を
喚
起
し
、

付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
再
生
材
を
活
用
す

る
な
ど
環
境
配
慮
設
計
を
導
入
し
た

車
両
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
解
体
業
者
の
収

益
性
を
高
め
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
恩
恵

を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、
再
生
材
を

使
っ
た
車
両
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

引
き
下
げ
る
制
度
も
考
え
ら
れ
る
。

　

経
済
合
理
性
を
伴
わ
な
い
リ
サ
イ

ク
ル
は
成
立
し
づ
ら
い
。
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
を
担
う
関
係
者
全
体
が
連

携
し
、
持
続
的
か
つ
自
律
的
な
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
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